
 

 

 
 

「Challenge（挑戦）」の先にあるもの  

６月１１日（水）・１２日（木）は「第４５回但馬総体陸上競技選手権大会」でした。初日はあいにくの雨で、出

場選手も待機する選手も“ずぶ濡れ”になりながらの競技となりました。長靴・カッパ姿の大会役員や各校の

応援団が見守る中、本校の代表選手１７名が力走・力投しました。 

記録更新や上位入賞も素晴らしいことですが、入賞には至らずとも、自己ベストを目指して練習したり、仲間

と励まし合いながら競技に臨んだりする体験も、子ども達にとっては貴重であると考えています。「挑戦」した

からこそ味わえる喜びや悔しさ、感動や達成感などを通して、子ども達の心も大きく成長中です。 
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コミスク教育目標 「ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成」 

 

八鹿青渓中HP 

YOKASEIKEI JUNIOR HIGH SCHOOL 

■上位８位までの記録 
 
○共通女子砲丸投げ 第２位 足立  真悠（３年） ８ｍ4１ ！ 
○共通女子円盤投げ 第３位 青山  めい（２年） １８ｍ０２ ！ 

 第５位 足立  真悠（３年） １５ｍ８４ 

 

○1年女子１００ｍ 第５位 羽渕真穂乃（１年） 14.６６ 
○1年女子８００ｍ 第６位 小谷千咲希（１年） ３:04.33 
 第７位 田中  南沙（１年） ３:０７.４４ 
○共通女子100mH 第６位 山根  柚香（２年） ２２.２４ 
○共通女子走幅跳 第８位 山﨑  純希（２年） ３ｍ６５ 
○低学年女子４×１００mR 第４位 ５８．８１ 山根 柚香・羽渕真穂乃・浜村美実・山﨑純希 
 
■チーム対抗・女子 : 第６位  ★☆その他の選手達も、それぞれの種目で大健闘でした！！

 
  今月２２日（日）に京セラドーム大阪で開催されたXゲーム大阪大会で、自転車BMXストリートに飛び入
り出場した早田 颯助さん（２年）が、海外勢を相手に大技を披露し、８位入賞！ との朗報が届きました。大変
喜ばしいことです。 
また、２１日（土）には、第８０回国民スポーツ大会卓球競技少年の部・兵庫県予選会に濱 克嘉さん（３年）
が出場し、見事初戦を制したとの報告も！ 学校外でも、様々な分野で 
活躍する子ども達に、陰ながら拍手と声援を送っている今日この頃です。 
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県立高等学校の再編 ～魅力・特色ある教育への転換～ 

６月１９日（木）、但馬管内の公立高校７校をお招きして、「進路学習会・高校説明会」を開催しました。 

学年ＰＴＡ役員の皆様に運営していただき、約２時間半にわたり高等学校の特色について説明を受けまし

た。冷房のきかない体育館での説明会とあって、参加いただいた高校関係者の皆様や保護者の皆様に

ご負担をおかけしましたが、公立高校の特色ある教育活動の概要について知る良い機会となりました。生

徒達も、各高校の魅力あるプレゼンテーションと熱弁を前に、目を輝かせていました。 

  ご承知のように、「県立高等学校教育改革第３次実施計画」 

（令和４年３月）に基づき、数年前から県内公立高校の再編が進 

んでいます。令和６年度入試からは、八鹿高等学校に「普通科新 

学科（文理探究科）」が、豊岡高等学校に「普通科STEAM探究 

科（単位制）」が新たに設置されました。また、令和７年度入試か 

らは「総合学科」の特色づくりが進み、豊岡総合高等学校および 

和田山高等学校に新たな系列が開設されています。 

さらに令和８年度入試（今年度入試）からは、浜坂高等学校が「連携型中高一貫教育校」に再編され、

連携中学校２校（新温泉町立浜坂中学校・夢が丘中学校）と連携し、特色ある教育活動を展開していくこ

とが決定しています。今後は、「県立高等学校（全日制）の望ましい規模と配置」についての議論が進み、

少子化（進学者数減少）への対応について、新たな方針が出されるものと考えます。 

子ども達には、進学を希望する高等学校の特色やカリキュラム、今後の方向性についてしっかり理解し

た上で、より良い進路選択、後悔しない進路選択をすることが求められます。この夏、私立高校も含め多く

の高等学校でオープンハイスクールが実施されます。ぜひ、複数のＯＨＳに 

参加し、高等学校の特色や魅力を肌で感じて欲しいです。 

 
                    
 
２３日（月）の深夜は、激しい落雷と雨で目が覚めました。「このまま雨が続くと、警報が出る可能性もある

かな。」と思いながら布団に入っていましたが、早朝に「洪水警報発令」の防災告知放送が流れ、一気に目が

覚めました。週明けの警報発令ということで、気づかずに登校してしまう生徒があるのではと心配しましたが、

保護者の皆様と子ども達の冷静な対応のおかげで、混乱なく「臨時休校」の措置をとることができました。  

なお、今後の気象状況によっては、登校後、以下の対応をすることがあります。ぜひこの機会に、様々な状

況を想定した対応についてご家族で話し合ってみてください。また悪天候の日には、こまめに天気予報を確

認するとともに、学校から連絡メールが届いていないかどうか確認していただきますようお願いします。 
 

  ①給食を食べずに、速やかに一斉下校      

  ②給食を食べて、１３：３０頃に一斉下校  

※スクールバス手配の関係で時間が前後することもあります。 

  ③平常通り授業を行い、部活動なしで一斉下校 

    ※この場合、１６時頃の下校となります。 

  ④「保護者等への引き渡し」による下校 

    例：激しい落雷、豪雨、降雪がある時 

       通学路の安全確保が難しいと判断した場合  

災害に「備える」  心の準備はできていますか？ 

はい

51%

いいえ

49%

Ｑ：家庭で災害時の避難方法、連絡の取り方に 
ついて話し合っていますか。（回答数１88） 
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